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平成 29 年度

　

わ
が
国
は
、
世
界
に
先
駆
け
て「
人
口
減

少
」が
進
行
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
人
口
減
少
問
題

を
克
服
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

地
域
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
基
本
目
標
や

施
策
方
針
等
を
定
め
た「
え
び
の
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、

「
え
び
の
市
創
生
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
間
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
特
Ａ
獲
得
、
飯

野
高
等
学
校
生
の
活
躍
、
道
の
駅
来
場
者

２
０
０
万
人
突
破
、
ふ
る
さ
と
納
税
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
、
島
内
地
下
式
横
穴
墓
群
出
土
品
、

移
住
・
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
や
創
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
開
設
、
新
た
な
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
誕
生
な
ど
、
い

い
形
で
地
方
創
生
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
も

の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
市
財
政
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
・

県
の
各
種
支
援
等
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と

も
に
、
真
に
必
要
な
事
業
を
実
施
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
29
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
各
施

策
・
事
業
の
効
果
を
十
分
に
検
証
・
検
討

し
、
成
果
を
重
視
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
主
に
、
新
規
就
農
者
定
住
促

進
事
業
、
農
業
継
承
推
進
事
業
、
起
業
家
育

成
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
推
進
事
業
、
心
の
ふ
る
さ
と
寄
附

金
推
進
事
業
、
道
の
駅
拡
張
事
業
、
ア
ウ
ト

ド
ア
シ
テ
ィ
推
進
事
業
、
移
住
・
定
住
支
援

推
進
事
業
、
第
3
子
以
降
保
育
料
無
料
化
事

業
、
30
人
学
級
事
業
、
飯
野
高
等
学
校
支
援

事
業
、
地
域
運
営
協
議
会
事
業
、
防
災
食
育

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
、「
第
5
次
え
び

の
市
総
合
計
画
」お
よ
び「
総
合
戦
略
」で
掲

げ
た
目
標
達
成
の
た
め
の
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

■
新
た
な
活
力
を
生
む
産
業
づ
く
り

　

農
業
の
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
の
確
保

や
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
拡
大
と

農
家
所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
Ｊ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）が
行
っ

た
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
に
お
い
て
、
九
州
で

1
位
と
な
っ
た「
道
の
駅
え
び
の
」は
、
現
状

の
課
題
解
決
に
向
け
た
施
設
整
備
な
ど
新
た

な
展
開
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
で
は
、
自
衛
防
疫
意
識
の
向

上
、
後
継
者
等
の
担
い
手
の
規
模
拡
大
や
所

得
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
引
き
続
き
利
子
補

給
等
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
に
よ
る
起
業
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

企
業
立
地
で
は
、
本
市
の
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
を
生
か
し
、
幅
広
い
業
種
に
対
す
る
企
業

立
地
活
動
の
ほ
か
、
地
場
企
業
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
等
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、工
業
用
地
等
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

工
業
団
地
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
工
業
団
地

整
備
に
向
け
て
の
課
題
整
理
を
行
い
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、「
え
び
の
市
観
光
振

興
計
画
」に
基
づ
き
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
中
心
に
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
道
の
駅
を
拠
点
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
拠

る
た
め
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
導
入
に
向
け
て
の
調
査
・
研
究
を
進
め

る
ほ
か
、
計
画
的
な
医
療
機
器
更
新
や
市
内

お
よ
び
近
隣
医
療
機
関
と
の
機
能
分
化
に
よ

る
連
携
に
よ
り
、
安
心
で
安
全
な
医
療
の
提

供
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
師
不
足
対
策
で
は
、
従
来
の

要
望
活
動
等
に
加
え
、
新
た
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
医
師
募
集
事
業
に
よ
り
、
早

期
の
医
師
確
保
を
図
り
、
安
定
し
た
診
療
お

よ
び
救
急
医
療
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

■
協
働
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、「
地
域

運
営
協
議
会
」の
活
性
化
の
た
め
の
支
援
を

行
い
、
権
限
と
財
源
の
委
譲
を
行
っ
て
い
く

体
制
の
構
築
を
更
に
進
め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
で
は
、「
第
3
期
え
び

の
市
地
域
福
祉
計
画
・
え
び
の
市
地
域
福
祉

活
動
計
画
」に
基
づ
き
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
地
域
の
主
役
の
地
域
福
祉
を
推
進
し
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
対
策
で
は
、「
え
び
の
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、

幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、地
域
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
で
は
、「
第
6
期
え
び

の
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
健
康
で
い
き
い
き
と
そ
の
人
ら

し
く
自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
施
策
で
は
、「
え
び
の
市
障

害
者
計
画
」や「
え
び
の
市
障
害
福
祉
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
の
中
で

人
格
と
個
性
を
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
地
域
生
活
支
援
事
業

等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
力
の
向
上
で
は
、「
え
び
の
市
地
域

防
災
計
画
」等
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
更
な
る
防
災
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
で
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
し

て
、
防
衛
省
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
平

成
30
年
8
月
末
の
運
用
開
始
に
向
け
て
事
業

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り

　

景
観
形
成
の
推
進
で
は
、
え
び
の
市
の
良

好
な
景
観
を
保
全
・
創
出
す
る
た
め
に
基
本

的
な
方
針
や
基
準
を
定
め
た「
え
び
の
市
景

観
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
で
は
、
平
成
28
年
度
に
実
施

し
た
空
き
家
等
実
態
調
査
に
基
づ
き
、「
空

家
等
対
策
計
画
」を
策
定
し
、
良
好
な
生
活

環
境
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
で
は
、
地
方
創
生
に
向

け
た
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
分
野

に
わ
た
り
横
断
的
か
つ
総
合
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
対
策
で
は
、
引
き
続
き
タ

ク
シ
ー
利
用
料
助
成
や
悠
々
パ
ス
購
入
費
補

助
等
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
検
証

や
改
善
を
図
る
ほ
か
、
公
共
交
通
利
用
の
啓

平成 29 年度施政方針

発
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

■
計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

行
財
政
改
革
の
推
進
で
は
、
著
し
く
変
動

す
る
社
会
情
勢
に
的
確
に
対
応
し
、
将
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、「
第
6
次
え
び
の
市
行
政
改
革

大
綱
」に
基
づ
き
、
不
断
の
行
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
賦
課
徴
収
で

は
、
引
き
続
き
公
正
・
公
平
な
課
税
に
努
め
、

納
期
内
納
付
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
事
業
の
拡
充
を
行
い
、
更

な
る
収
入
確
保
に
努
め
ま
す
。

「施政方針」

点
施
設
を
整
備
し
、
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
等
各

種
野
外
活
動
の
案
内
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

■
志
と
郷
土
愛
を
持
つ
人
づ
く
り

　

学
校
教
育
で
は
、「
30
人
学
級
」や「
幼
保

小
連
携
・
接
続
推
進
事
業
」、「
小
中
一
貫
教

育
」お
よ
び「
飯
野
高
等
学
校
と
の
連
携
」を

含
め
た
、
幼
・
保
・
小
・
中
・
高
の
一
貫
教

育
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
奨
学
金
貸
与
制
度
に
つ
い
て
、

貸
与
月
額
選
択
制
と
入
学
一
時
金
貸
与
制
を

設
け
、
修
学
に
伴
う
保
護
者
の
経
済
的
な
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

飯
野
高
等
学
校
の
支
援
で
は
、「
給
付
型

奨
学
金
支
援
事
業
」、「
学
力
向
上
等
支
援
事

業
」お
よ
び「
通
学
支
援
事
業
」に
よ
り
、
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
寄
与
し
、
存
続
に
向

け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

文
化
活
動
の
促
進
で
は
、「
島
内
地
下
式

横
穴
墓
群
出
土
品
」を
保
護
・
展
示
す
る
と

と
も
に
、
第
１
３
９
号
墓
の
出
土
品
の
解
析

調
査
お
よ
び
報
告
書
の
発
行
な
ど
を
行
い
ま

す
。

■
誰
も
が
元
気
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、疾
病
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
お
よ
び
重
症
化
予
防

に
重
点
を
置
い
た
事
業
を
展
開
し
、
市
民
が

自
ら
積
極
的
に
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
対
策
で
は
、
西
諸
の
医
療
機
関

関
係
者
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
夜
間
・
休
日

診
療
体
制
や
小
児
救
急
医
療
体
制
を
維
持
す

　

以
上
、
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
の
一
端

を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、「
第
5
次
え
び
の

市
総
合
計
画
」お
よ
び「
え
び
の
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
着
実
な
推

進
に
向
け
、市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
り
、

「
大
自
然
と
人
々
が
融
合
し
、『
新
た
な
力
』

が
躍
動
す
る
ま
ち　

え
び
の
」の
実
現
に
向

け
、
各
種
施
策
・
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
施
策
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主

役
と
な
る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
念
頭

に
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
が
先

頭
に
立
ち
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

えびの市議会 3 月定例会で村岡市長は、「平成 29 年度施政
方針」を述べました。今回は、その一部を抜粋・要約して
お知らせします。
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市税
19 億 848 万 4 千円

（14.0％）

繰入金
17 億 7,486 万 4 千円

（13.0％）

その他
5 億 8,055 万 2 千円

（4.2％）

寄附金
6 億円

（4.4％）

災害復旧事業費
9,935 万 3 千円

（0.7％）

・

・

地方交付税
37 億 4,990 万 2 千円

（27.5％）

国庫支出金
23 億 2,923 万 3 千円

（17.1％）

県支出金
8 億 8,833 万 9 千円

（6.5％）

市債
13 億 1,657 万 5 千円

（9.6％）

その他
5 億 205 万 1 千円

（3.7％）

総額
136 億

5,000 万円

総額
136 億

5,000 万円

扶助費
26 億 7,005 万 8 千円

（19.6％）

人件費
19 億 6,983 万 9 千円

（14.4％）

公債費
7 億 3,367 万円

（5.4％）
普通建設事業費

23 億 9,021 万 8 千円
（17.5％）

補助費等
12 億 8,195 万 4 千円

（9.4％）

繰出金
12 億 7,342 万 2 千円

（9.3％）

その他
11 億 2,285 万 6 千円

（8.3％）

物件費
21 億 863 万円

（15.4％）

自主財源 48 億 6,390 万（35.6％）

義務的経費 53 億 7,356 万 7 千円（39.4％）

その他の経費 57 億 8,686 万 2 千円（42.4％） 依存財源 87 億 8,610 万（64.4％）

投資的経費 24 億 8,957 万 1 千円（18.2％）

平成 29年度当初予算
一般会計予算は、136 億 5,000 万円です

■市民一人あたりの予算額（一般会計）
※ 3 月 1 日現在、住民基本台帳で算出。

■会計別予算の状況
会　　計 29 年度 28 年度 増減率

国民健康保険特別会計 40 億 7,077 万 3 千円 41 億 5,859 万 5 千円 △ 2.1％

後期高齢者医療特別会計 6 億 6,983 万 8 千円 6 億 3,899 万 1 千円 4.8％

介護保険特別会計 33 億 6,921 万 3 千円 32 億 9,842 万 6 千円 2.1％

水道事業会計 7 億 4,482 万 4 千円 8 億 6,478 万 7 千円 △ 13.9％

病院事業会計 10 億 3,122 万 2 千円 10 億 484 万 4 千円 2.6％

１人あたり約 67 万 2,050 円

１世帯あたり約 135 万 7,939 円

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

の
総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
３
６
億
5
０
０
０
万
円
で
す
。
平

成
28
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

6
億
９
５
０
０
万
円
、
率
に
し
て
約
5
・

4
％
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、自
主
財
源（
市

税
な
ど
、自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
）
が
、

35
・
6
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交

■一般会計目的別歳出の状況

付
金
・
支
出
金
や
、
市
債
に
よ
る
財
源
）
が
、

64
・
4
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
来
月
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
財
政
課
財
政
係

☎
35
‐
３
７
１
６
（
課
直
通
）

■
用
語
の
説
明

歳
入

【
自
主
財
源
】
市
税
な
ど
、
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
財
源
。

【
地
方
交
付
税
】
地
方
公
共
団
体
が
等
し

く
そ
の
行
う
べ
き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ

う
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
を
通
じ
て
交

付
さ
れ
る
お
金
。

【
国
庫
支
出
金
】
国
か
ら
地
方
公
共
団
体

に
支
出
さ
れ
る
補
助
金
や
委
託
金
。

【
市
債
】
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

時
、
借
り
入
れ
る
お
金
。

歳
出

【
義
務
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
、
任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な

経
費
。

【
投
資
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
建
物
、学
校
、

道
路
な
ど
、
資
産
形
成
に
向
け
ら
れ
る
経

費
。

【
扶
助
費
】
法
令
に
基
づ
き
、
被
扶
助
者

に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

【
人
件
費
】
市
職
員
給
与
、
市
議
会
議
員
・

各
種
委
員
報
酬
な
ど
の
経
費
。

【
公
債
費
】
市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
償

還
金
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
施
設
の
新
設
や

改
修
に
要
す
る
経
費
。

歳　出 歳　入

科目 29 年度 28 年度 増減率 科目 29 年度 28 年度 増減率

議会費 1 億 5,256 万 8 千円 1 億 5,280 万 7 千円 △ 0.2% 土木費 14 億 5,503 万 3 千円 13 億 3,008 万 9 千円 9.4%

総務費 23 億 5,600 万 2 千円 19 億 2,104 万 9 千円 22.6% 消防費 11 億 910 万 8 千円 4 億 2,898 万 2 千円 158.5%

民生費 44 億 4,260 万円 44 億 9,750 万 6 千円 △ 1.2% 教育費 8 億 8,199 万 5 千円 13 億 6,027 万 2 千円 △ 35.2%

衛生費 11 億 2,867 万円 10 億 9,489 万 2 千円 3.1% 災害復旧費 1 億 2,167 万 4 千円 1 億 2,902 万 5 千円 △ 5.7%

労働費 1,069 万 1 千円 943 万 1 千円 13.4% 公債費 7 億 3,367 万円 7 億 4,447 万 9 千円 △ 1.5%

農林水産業費 8 億 3,925 万 3 千円 8 億 8,216 万 4 千円 △ 4.9% 予備費 3,608 万 1 千円 3,327 万 1 千円 8.4%

商工費 3 億 8,265 万 5 千円 3 億 7,103 万 3 千円 3.1% 合計 136 億 5,000 万円 129 億 5,500 万円 5.4%

・

※水道事業会計および病院事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計を記
載。

平成 29 年度当初予算



新たな組織体制で
　　　　　　スタート

　

平
成
29
年
度
の
職
員
数
は
、
新
規
採
用

職
員
10
人
（
男
7
人
、
女
3
人
）
を
迎
え
、

３
０
0
人
と
な
り
ま
す
。

　

え
び
の
市
と
宮
崎
県
と
の
連
携
強
化
と
職

員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
山
住
晃
平
主

事
（
前
健
康
保
険
課
）
を
実
務
研
修
派
遣
職

員
と
し
て
、
宮
崎
県
に
派
遣
し
ま
し
た
。
派

新規採用職員の抱負等を紹介します。（①氏名、②配属先、③出身地、④抱負）

①鬼川尚也 （おにかわしょうや）

④地元を、市民の皆さんと
共に盛り上げていきたいと
思います。窓口でも明るく
親身になって対応します。

③永山
②福祉事務所

平成 29 年 4 月 1 日付で、市職員の人事異動が発令されました。
平成 29 年度のスタートにあたり、新規採用職員を紹介します。

遣
期
間
は
1
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
平
松
貴
文
主
事
を
人
事
交
流
派
遣

職
員
と
し
て
、
宮
崎
県
に
派
遣
し
ま
し
た
。

派
遣
期
間
は
1
年
間
で
す
。

問
市
総
務
課
人
事
係

☎
35
‐
３
７
１
１
（
課
直
通
）

①永吉功知 （ながよしあつのり）

④市民の皆さんに貢献でき
るように、少しでも早く仕
事を覚え、笑顔を絶やさな
い職員を目指します。

③駅前
②介護保険課

①有馬純一 （ありまじゅんいち）

④市民の皆さんがより暮ら
しやすいえびの市を目指し
て尽力します。気持ちの良
いあいさつを心掛けていき
ます。

③亀沢
②市民環境課

①中川秀彦 （なかがわひでひこ）

④一つ一つの業務をしっか
りと習得し、市の職員とし
て、市民の皆さんのために
貢献できるよう励みます。

③南原田
②水道課

①杉田歩美 （すぎたあゆみ）

④えびの市のことは、まだ
まだわからないことばかり
ですが、市民の皆さんとた
くさん話をして、役に立て
るよう頑張ります。

③日南市
②健康保険課

①甲斐美月 （かいみづき）

④相手の立場で考えること
ができる職員を目指し、大
好きな地元であるえびの市
に貢献できるよう努力しま
す。

③西川北
②学校教育課

①米原優雅 （よねはらゆうが）

④市の職員としての自覚を
しっかり持ち、1 日でも早
く仕事を覚え、地域に貢献
できる職員になりたいです。

③栗下
②税務課

①内田結実 （うちだゆみ）

④関わる皆さん一人一人と
しっかりと丁寧に向き合い、
多くの人に信頼される職員
を目指して頑張ります。

③永山
②市民協働課

①池牟禮和記 （いけむれかずき）

④やるべき事を見つめ、一
日一日目標を設けて、これ
までの経験を生かし、えび
の市に貢献できるよう頑張
ります。

③上浦
②農林整備課

①土井和浩 （どいかずひろ）

④地元えびの市の発展のた
めに、一生懸命業務に励み
ま す。 迅 速 に 動 け る よ う、
日頃から意識して仕事に取
り組みます。

③片馬場
②基地・防災対策課

7  6
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発生地点

畜舎の消毒
・出荷後、敷料を除去した空の畜舎などを、動力噴霧機により、洗浄・消
毒を行います。動力噴霧機がない場合は、消毒薬をジョウロなどで散布
しましょう。

消石灰散布
・車両が入ってくる農場入口に、全体的に白くなるように散布します。
・車両のタイヤが十分に一周するくらいの長さ・幅で散布してください。

踏み込み消毒槽の設置・点検
・畜舎入口には踏み込み消毒槽を必ず設置するようにしてください。泥や
土等が大量に混ざると効果が薄まりますので、こまめに点検し、消毒薬
が汚れていたらすぐに取り替えるようにしましょう。

畜舎周囲の清掃 ・畜舎周囲の除草や草刈り等を含めた環境の整備に努めましょう。

●毎月 20 日は、県下一斉消毒の日です 皆
で
守
ろ
う

　
え
び
の
の
畜
産

　

7
年
前
の
4
月
28
日
、
え
び
の
市

で
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
多
く
の
家
畜

が
殺
処
分
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年

に
入
っ
て
4
カ
月
足
ら
ず
で
す
が
、

東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
モ
ン
ゴ

ル
で
3
件
、
中
国
で
4
件
、
韓
国
で

9
件
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
お
り

（
平
成
29
年
4
月
5
日
時
点
）、
い
つ

口
蹄
疫
が
日
本
に
入
っ
て
く
る
か
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

平
成
22
年
4
月
20
日
、
県
内
で
最

初
の
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
4
月
28
日

に
は
え
び
の
市
で
擬
似
患
畜
が
確
認

さ
れ
、
市
内
で
4
件
の
口
蹄
疫
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
殺
処
分
さ
れ

た
家
畜
は
市
内
で
６
７
２
頭
、
県
内

で
は
約
29
万
頭
に
も
上
り
、
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
畜
産
農
家

の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
、
飼
養

衛
生
管
理
の
徹
底
や
早
期
発
見
の
た

め
の
監
視
の
強
化
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

二
度
と
あ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
も
、
日
頃
の
防
疫
活
動
を

振
り
返
り
、
問
題
点
が
あ
れ
ば
適
宜

改
良
し
、
適
切
な
準
備
と
対
応
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
口
蹄
疫

の
防
疫
活
動
中
、
ウ
イ
ル
ス
を
侵
入

さ
せ
な
い
た
め
に
必
死
で
頑
張
っ
て

い
た
あ
の
時
を
今
一
度
思
い
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
畜
伝
染
病
は
口
蹄
疫
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
内
に
お
い

て
、
平
成
28
年
12
月
19
日
、
平
成
29

年
1
月
14
日
に
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
近
隣
諸
国
で
は
依
然
と
し
て
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
養
鶏
農
家

の
皆
さ
ん
は
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
定
期

点
検
、
鶏
舎
周
り
の
消
石
灰
散
布
な

ど
防
疫
体
制
を
整
え
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
9
月
以
降
、
Ｐ

あ
れ
か
ら
7
年
。
あ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

思い出そう頑張っていた消毒を

高速高架下での消毒作業農協での消毒作業

○忠清北道

報恩（ポウン）郡

2017 年 2 月 5 日 牛（O 型）

2017 年 2 月 9 日 牛（O 型）

2017 年 2 月 11 日 牛（O 型）

2017 年 2 月 12 日 牛（O 型）

2017 年 2 月 13 日 牛（O 型）3 件

○全羅北道

井邑（チョンウプ）市

2017 年 2 月 6 日 牛（O 型）

○京幾道

漣川（ヨンチョン）郡

2017 年 2 月 8 日 牛（O 型）

Ｅ
Ｄ
（
豚
流
行
性
下
痢
）
が
発
生
し
、

本
県
4
農
場
、
隣
県
鹿
児
島
県
1
農

場
で
い
ま
だ
沈
静
化
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
（
平
成
29
年
3
月
30
日
現

在
）。
感
染
は
ふ
ん
便
を
介
し
た
経

口
感
染
が
主
で
あ
り
、
汚
染
器
具
を

介
し
た
感
染
も
起
こ
る
た
め
、
畜
舎

や
器
具
の
消
毒
は
こ
ま
め
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
家
畜
を
守
る
に
は
農
場
主

の
意
識
の
高
さ
と
、
事
前
の
準
備
・

対
応
が
必
要
で
す
。
消
毒
の
徹
底
を

は
じ
め
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵

守
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
も

不
可
欠
で
す
。農
場
を
訪
れ
る
際
は
、

必
ず
農
場
主
に
連
絡
を
入
れ
、
踏
み

込
み
消
毒
槽
な
ど
に
よ
る
靴
底
や
タ

イ
ヤ
の
消
毒
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
３
７
４
４
（
課
直
通
）　

韓国における口蹄疫の発生状況
（2017 年 2 月以降）※出典：韓国農林畜産食品部　等

江原道

京畿道

漣川郡

忠清北道

慶尚北道

世宗特別道自治市

大邱広域市

蔚山広域市

釜山広域市
慶尚南道

全羅南道

全羅北道

大田広域市

済州道

光州広域市

井邑市

忠清南道
報恩郡

※日付は申告日
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今
後
は
、
こ
の
動
画
を
活
用
し

て
、
え
び
の
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
、
移
住
相
談
会
な
ど
で
移
住
希

望
者
へ
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
も
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
本
動

画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.city.ebino.lg.jp/

）や
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ（https

：//w
w

w
.

youtube.com
/channel/U

C_
ZD

Tlm
w

W
C8yopw

Q
1eTehjQ

）な
ど
で
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課
定
住
対
策
係

☎
35
‐
３
７
１
３（
直
通
）

え
び
の
の
見
ど
こ
ろ
を
発
信

え
び
の
市
移
住
・
定
住
促
進
動
画
が
完
成

　

こ
の
た
び
、
本
市
へ
の
移
住
・

定
住
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
え

び
の
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま

し
た
。

　

動
画
は
、
え
び
の
の
魅
力
を
凝

縮
し
た「
え
び
の
の
魅
力
篇
」と
移

住
・
定
住
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
策

を
紹
介
し
た「
移
住
・
定
住
篇
」の

二
本
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
え
び
の
の
良
さ
を
売
り
込
む
」

海
外
の
通
信
販
売
番
組
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
制
作
し
、
利
用
者
の
声
と

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
多
数
出

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「えびのの魅力篇」では、本市の魅力を分かりやすくアピール

「移住・定住篇」では、30 人学級や就農支援を紹介

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は
河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えること
があります。

　

市
で
は
、
河
川
の
環
境
保
全
の

た
め
に
水
質
検
査
を
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、
市
内
の
７
カ
所

で
す
。
分
析
で
は
、
５
項
目
（
Ｐ

Ｈ
＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝

溶
存
酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ
Ｓ
＝
浮
遊

物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）
の
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川

の
生
活
排
水
処
理
対
策
を
行
い
、

河
川
の
汚
濁
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁
防

止
に
心
が
け
、
私
た
ち
の
共
有
す

る
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
河
川
の

環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
環
境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ

さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
罰
則
規
定
等
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
３
７
３
１
（
課
直
通
）

河
川
水
質
検
査
結
果
を
公
表

守
ろ
う
貴
重
な
水
資
源

●検査結果（検査日：平成 29 年 2 月 27 日）
項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPL/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25

以下 1,000 以下

下久保原橋 7.5 12.0 0.5
未満

1.0
未満 20

二十里橋 7.5 11.6 0.5
未満

1.0
未満

330

池島橋 7.6 10.7 0.5
未満 4.0 3,300

長江川橋 7.3 10.1 0.6 3.0 790

関川橋 7.7 10.9 0.5
未満 1.0 130

新岩次橋 7.6 11.7 0.5
未満 2.0 220

山川橋 7.3 12.0 0.5
未満 2.0 50

市
内
2
社
が
認
定

く
る
み
ん
認
定
交
付
式

　

3
月
24
日
、
市
役
所
で
「
く
る

み
ん
認
定
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。今
回
認
定
を
受
け
た
の
は
、

「
え
び
の
電
子
工
業
株
式
会
社
」

と
「
株
式
会
社
丸
正
フ
ー
ズ
」
の

2
社
で
す
。

　

く
る
み
ん
認
定
と
は
、「
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
と
し
て
、
子

育
て
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
や
法
人
を
厚
生
労
働
大
臣
が

認
定
す
る
制
度
で
す
。企
業
が
行

動
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
定
め

た
目
標
を
達
成
す
る
な
ど
の
一
定

の
要
件
を
満
た
し
、
申
請
を
行
う

こ
と
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
す
。

　

初
め
て
認
定
を
受
け
た
え
び
の

電
子
工
業
株
式
会
社
は
、
残
業
時

間
削
減
の
推
進
や
男
性
の
育
児
休

業
取
得
の
推
進
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。2
回
目
の
認
定
を
受
け
た
株

式
会
社
丸
正
フ
ー
ズ
は
、
半
日
お

よ
び
時
間
単
位
で
取
得
で
き
る
年

休
制
度
や
育
児
休
業
制
度
に
つ
い

て
、
社
員
へ
周
知
を
行
っ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室

☎
35
‐
3
7
2
7
（
直
通
）

認定を受けたえびの電子工業株式会社

2 回目の認定を受けた株式会社丸正フーズ

が
現
地
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
で
は
、「
こ

の
地
域
の
各
市
町
は
、
自
然
・
歴

史
・
文
化
な
ど
が
密
接
に
関
連
し

て
い
ま
す
。
各
市
町
が
そ
れ
ら
の

情
報
を
共
有
し
、
観
光
客
な
ど
訪

れ
た
人
に
、
お
互
い
の
市
町
を
Ｐ

Ｒ
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大

切
で
す
」と
い
う
意
見
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
３
７
１
２（
直
通
）

互
い
に
P
R
で
き
る
た
め
に

県
際
地
域
魅
力
再
発
見
事
業

　

3
月
14
日
、「
県
際
地
域
魅
力

再
発
見
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
研
修
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鹿
児
島
・
宮
崎
・
熊
本

県
の
県
境
に
あ
る
市
町
が
交
流
・

連
携
し
て
、
各
市
町
の
発
展
と
地

域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

同
研
修
会
に
は
、
え
び
の
市
、

伊
佐
市
、
湧
水
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
約
40
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
同
研
修
会
で
は
、め
が
ね
橋
、

陣
の
池
、
末
永
の
田
の
神
さ
あ
を

見
学
し
、
え
び
の
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

めがね橋の説明を熱心に聞く参加者



13  1212広報 平成29年4月号

CIVIC NEWS
市政ニュース

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

緊
急
食
料
等
支
援
事
業
協
定
調
印
式

　

3
月
30
日
、
市
役
所
で
、
市
と

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
商
工
会

と
の
間
で
「
緊
急
食
料
等
支
援
事

業
協
定
」
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
所
持
金
が
ほ
と

ん
ど
無
く
、
食
事
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
態
で
窓
口
に
訪
れ
る
生
活
困

窮
者
に
対
し
、
市
と
社
会
福
祉
協

議
会
、
商
工
会
が
協
力
し
て
、
食

料
品
の
現
物
給
付
等
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。

　

協
定
で
は
、
市
と
社
会
福
祉
協

議
会
が
、
生
活
困
窮
者
か
ら
の
支

援
依
頼
に
応
じ
て
困
窮
状
況
を
調

査
し
、
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
、
商
工
会
の
協
力
商
店
に
依

頼
し
食
料
品
を
無
償
で
提
供
し
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
協
定
が
結
ば
れ
る

の
は
県
内
で
初
め
て
で
す
。

　

こ
の
「
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
生
活

困
窮
者
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
へ

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
市
福
祉
事
務
所
生
活
・
仕
事
支

援
室

☎
35
‐
3
7
4
1
（
直
通
）

調印を行った村岡市長と瀨戸崎会長、高田副会長

所
得
向
上
と
発
展
を
目
指
す

平
成
29
年
農
業
振
興
大
会

　

3
月
29
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、「
平
成
29
年
農
業
振
興
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

市
内
の
農
家
ら
約
2
5
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
農

業
所
得
の
向
上
や
え
び
の
市
の
農

業
振
興
を
図
る
た
め
、
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
農
業
分
野
で
功
績

の
あ
っ
た
6
人
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
表
彰
後
、
農
事
組
合

法
人
き
ら
り
農
場
高
木
の
松
原
照

美
組
合
長
に
よ
る
講
演（
演
題「
集

落
の
農
地
・
農
業
は
集
落
で
守
ろ

う
」）
や
、
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

の
山
下
裕
之
主
査
と
Ｊ
Ａ
え
び
の

市
農
産
園
芸
課
の
内
村
直
樹
主
任

に
よ
る
農
業
振
興
活
動
事
例
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
え
び
の
市
農
業
功
労
者
】

石
ヶ
野
茂
さ
ん
（
原
田
）、
谷
口
克

美
さ
ん
（
末
永
）、
永
倉
保
志
さ
ん

（
湯
田
）、
原
正
男
さ
ん
（
浦
）、
東

康
夫
さ
ん（
上
江
）、森
茂
さ
ん（
水

流
）

問
市
畜
産
農
政
課
農
政
企
画
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

えびの市農業功労者表彰を受けた皆さん

農業振興活動事例を発表する内村直樹氏

　

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
各
自
治
会
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
自
治
会
活
動
の
情
報
提
供

や
地
域
の
実
情
の
把
握
、
集
落
の

維
持
・
活
性
化
に
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
が
行
う
世
代
間

交
流
事
業
や
学
習
会
、
地
域
づ
く

り
研
修
な
ど
の
事
業
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　

特
に
少
子
高
齢
化
や
地
域
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
が
進
む
中
で
、

自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
活
性
化

や
防
災
対
策
な
ど
地
域
の
問
題
解

決
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
を

も
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

自
治
会
活
動
を
お
手
伝
い

4
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

●問い合わせ先

田中さん、愛甲さん、岡元さん、黒松さん（左から）

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号
飯野地区 田中　俊廣 33-0030
上江地区 岡元　秋人 33-5799
加久藤地区 愛甲　文広 35-1755
真幸地区 黒松　優子 37-3221

創
業
・
起
業
拠
点
施
設
始
動

起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　

4
月
7
日
、
え
び
の
市
起
業
支

援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
「
Ｅ
‐
Ｂ
ｉ

ｃ
」（
エ
ー
ビ
ッ
ク
））
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
起
業
家
の
誘

致
等
を
行
い
、
そ
の
経
済
活
動
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。起
業

希
望
者
や
地
域
の
事
業
者
に
対
し
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
常
駐
す
る
こ
と
に
よ
り
、

総
合
的
な
創
業
・
経
営
支
援
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
着
任
し
た

の
は
、
坂
本
文
夫
さ
ん
で
す
。

　

坂
本
さ
ん
は
、「
初
心
に
立
ち

戻
り
、
足
元
を
見
な
が
ら
、
皆
さ

ん
の
目
線
に
た
っ
て
寄
り
添
い
な

が
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。自
分

の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

相
談
者
の
意
に
沿
う
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室

☎
35
‐
3
7
2
7
（
直
通
）

代表者によるテープカット

辞令を受ける坂本文夫氏
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3
月
25
日
、
真
幸
地
区
体
育
館

で
「
え
び
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
育

て
る
会
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、同
会
が
サ
ッ

カ
ー
青
少
年
選
手
の
育
成
お
よ

び
技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

同
教
室
に
は
、
Ｆ
Ｃ
東
京
普
及

部
の
4
人
が
講
師
と
し
て
招
か

れ
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校
の
6

団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
え
び
の
Ｆ
Ｃ
の
渕
上

琉
太
郎
く
ん
（
10
歳
）
は
、「
周

り
を
よ
く
見
る
練
習
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

えびのサッカー選手を育てる会サッカー教室

未来のＪリーガーを育てる

　

3
月
12
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
第

12
回
公
演
コ
ー
ル
り
ん
ど
う
創
立
30
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ー
ル
り
ん
ど
う
は
、
昭
和
62
年

10
月
に
音
楽
が
好
き
な
仲
間
が
集
ま
り

結
成
さ
れ
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
団
員
26
人
に
よ

一曲一曲に心を込めて
コールりんどう創立30周年記念コンサート

る
合
唱
や
、
男
声
合
唱
団
と
の
混
声
合

唱
で
全
21
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
林
市
出
身
で
テ
ノ
ー
ル
歌

手
の
内
之
倉
勝
哉
氏
を
ゲ
ス
ト
に
招

き
、
6
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約
４
０
０
人
が
訪
れ
、
美

し
い
歌
声
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
17
日
、
西
諸
地
区
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
事
業
協
同
組
合
の
役

員
2
人
が
市
長
を
訪
問
。防
犯
ブ

ザ
ー
１
5
０
個
を
市
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
が
今
春
１
年

生
に
な
る
児
童
の
防
犯
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
に
あ
た
り
同
組
合
の
外そ

と
む
ら村

公き
み
あ
き明
さ
ん
は
、「
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

防
犯
ブ
ザ
ー
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
4
月
10
日
の

入
学
式
で
渡
さ
れ
ま
し
た
。

防犯ブザー 150 個を贈呈

子どもの安全に役立てて

　

4
月
7
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
春
の
地
域
安
全
・
交
通
安
全

運
動
」
決
起
集
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
集
会
に
は
、
41
団
体
の
約

２
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
起
集
会
は
、
犯
罪
や
交

通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
生
活
で

き
る
え
び
の
市
を
目
指
そ
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

集
会
で
は
、
新
入
学
児
童
生
徒

の
代
表
に
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
の
最
期
に

は
、
参
加
者
全
員
で
が
ん
ば
ろ
う

三
唱
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
な

ど
へ
の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

春の地域安全・交通安全運動決起集会

交通安全を呼びかける
　

4
月
2
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
平
成
29
年
度
え
び
の
市
消
防

団
入
退
団
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
に
22
人
が
消
防

団
に
入
団
、
28
人
が
退
団
し
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
中
隊
長
や
小
隊
長
、

新
入
団
員
な
ど
へ
の
辞
令
交
付
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
第
3

分
団
第
10
部
に
入
部
し
た
色い

ろ
ま
す増

拓

真
さ
ん
が
「
市
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
、
良
心
に
従
い
、
忠
実
に

消
防
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

平成29年度えびの市消防団入退団式

消防団としての決意を誓う

　

3
月
16
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
作

家
の
角
田
光
代
氏
と
歌
人
の
俵
万
智
氏

に
よ
る「
て
げ
て
げ
文
学
対
談
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
文
学
に

触
れ
て
も
ら
う
方
法
と
し
て
、
作
者
を

知
っ
て
も
ら
い
作
品
に
興
味
を
も
っ
て

文学に触れるきっかけに
作家・角田光代×歌人・俵万智「てげてげ文学対談」

も
ら
う
た
め
、
平
成
28
年
度
え
び
の
市

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

対
談
で
は
、
創
作
活
動
や
出
版
に
ま

つ
わ
る
こ
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
こ
と

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
い
ま
し
た
。
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ビスケット、クラッカー・スナック、ポテトチップ、ポッ
プコーン、シリアル、せんべい。

　子どものころに食べた「おやつ」の一つ一つにドラマがある。
　おかし研究の第一人者が30有余年にわたって調べあげた、
史上最大のおかし本。食べたことがある人も、食べたことが
ない人も楽しめる一冊です。
　思い出はおやつと共に。くちびるにおかしを持って。

串間努／著
（扶桑社）

表紙に描かれたホットケーキ。バターが溶けてとっても
おいしそう。ページをめくると、フライパンの上には、

ぷつぷつ穴があいたホットケーキ。ちょうど焼けていると
ころです。
　じつはでてくるおいしそうなものは、ぜーんぶ、手作り
おやつ。といってもむずかしいものじゃありません。
　ママの手にかかれば、あっというまにおいしいおやつに
大変身。愛情たっぷりのおやつがいっぱいの絵本です。

きょうのおやつは
なんだろな？

ふじもとのりこ／作
（鈴木出版）

◎お知らせ

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○「まいにちおべんとう」　大原 千鶴 著　高橋書店
○「ついに、来た? 」　群 ようこ 著　幻冬舎
○「検査なんか嫌いだ」　鎌田 實 著　集英社
○「ときめく花図鑑」　中村 文 文　山と渓谷社
○「絶望老人」　新郷 由起 著　宝島社

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎5月のスケジュール
月間行事 こどもの読書週間（4月23日～ 5月12日）

1 月 休館日
6 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
7 日 図書館たんけん 10：00 ～ 11：00

一日図書館長体験 13：30 ～ 15：00
8 月 休館日

10 水 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
ブックスタート（1歳児に絵本配布）

11 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
12 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
13 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
15 月 休館日
17 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
19 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
20 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ「神話の国のこどもたち」 13：30 ～
22 月 休館日
24 水 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
25 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
26 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

27 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
29 月 休館日
31 水 館内整理日

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

◎「最近入ったお勧め本」

ザ・おかし

小学生図書館たんけん
図書館の、いつもは行けない、見られない所をたんけん
しよう。
●日時＝5月7日（日）午前10時～午前11時
●対象者＝小学1年生～小学6年生
●定員＝15人（先着順）

一日図書館長体験
図書館長や図書館員の仕事を体験してみましょう。
●日時＝5月7日（日）午後1時30分～午後3時
●対象者＝小学1年生～小学6年生
●定員＝5人（先着順）

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

病
め
る
日
の
子
の
気
遣
い
の
有
り
難
さ

厳
し
く
優
し
娘
は
看
護
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ハ
ヤ
子

　
卯
の
花
月
は
晴
天
の
清
々
し
さ
と
光
を
作
り
出
す
中
で
元
気
で
多
忙
な
作
者
は
あ
る
日
体
調

を
く
ず
し
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
日
の
献
身
的
に
尽
し
て
く
れ
た
娘
へ
の
感
謝
。ま
さ
に
今
薄
れ

て
い
る
思
い
や
り
、
や
さ
し
さ
、
親
子
の
情
愛
を
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
感
動
を
覚
え
る
す
ば
ら
し

い
詠
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌田

の
神
の
　
化
粧
直
し
て
　
種
浸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
堀
ふ
じ
子

　
え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
の
特
A
受
賞
は
え
び
の
の
米
作
農
家
全
体
に
勇
気
と
活
力
を
与
え
ま

し
た
。今
年
も
末
永
田
の
神
ま
つ
り
を
過
ぎ
る
と
本
格
的
な
米
作
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
み
ん
な
の
努
力
で
お
い
し
い
米
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩浮

か
ば
な
い
　
わ
た
し
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
地
知
恵
子

久
々
に
「
詩
」
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
浮
か
ば
な
い
・
・
・
書
け
な
い
・
・
・

今
ま
で
を
あ
れ
こ
れ
振
り
返
っ
た
り
、
思
い
出
し
て
み
た
り
、
周
り
を
見
ま
わ

し
た
り
と
・
・
・

し
か
し
、
う
～
ん
　
浮
か
ば
な
い
！

そ
う
し
て
い
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
日
の
こ
と
、
す
ご
く
悲
し
か
っ
た

日
の
事
だ
け
が

思
い
出
さ
れ
る
。

こ
れ
で
い
い
の
か
・
・
・
と
思
い
な
が
ら
な
ん
と
か
か
ん
と
か
書
い
て
み
る
。

久
々
の
「
詩
」
は
、
何
と
な
く
ぎ
こ
ち
な
く
て
気
持
ち
が
揺
れ
る
。

そ
し
て
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
恥
ず
か
し
い
・
・
・

浮
か
ば
な
い
私
・
・
・
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
浮
か
ん
で
ほ
し
い
。

次
回
に
期
待
す
る
わ
た
し
・
・
・

●みたらしだんご

【紹介者】JA えびの市女性部の皆さん

つるっとしてもちもちとした食感がたまらない一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.95

レシピ

【材料】（20個分）
だ ん ご の 粉 150ｇ、堅 豆 腐

（絹）150ｇ、しょうゆ 大さじ 3、
みりん 大さじ 5、砂糖 大さじ 5、
水 100㏄、片栗粉 大さじ 1

【作り方】
① だ ん ご の 粉 と 豆 腐 を 混 ぜ て 、 耳 た ぶ の 硬 さ に な る く
ら い ま で こ ね る 。
② ① を 2 0 等 分 に し て 、 丸 め る 。
③ 鍋 に 水 を 入 れ て 沸 騰 し た ら ② を 鍋 に 入 れ る 。
④ 浮 い て き た ら 、 約 2 分 茹 で て 、 水 に 取 り 上 げ る 。
⑤ し ょ う ゆ 、 み り ん 、 砂 糖 、 水 を 鍋 に 入 れ 、 火 に か け 、
砂 糖 を 溶 か す 。
⑥ 少 量 の 水 で 溶 い た 片 栗 粉 を ⑤ に 入 れ て と ろ み を つ け
る 。
※ お 好 み で 、 あ ん こ な ど を か け て も お い し く い た だ け
ま す 。
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男
性
約
9
年
、
女
性
約
12
年
。
こ
れ

は
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
で
す
。

治
療
や
介
護
が
必
要
で
、
自
分
ら
し
い

生
活
が
で
き
な
い
期
間
が
こ
れ
だ
け
あ

り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
生
活
習
慣

病
予
防
が
大
切
で
す
。「
腹
八
分
に
医

者
い
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

必
要
以
上
の
カ
ロ
リ
ー
を
取
り
続
け
る

と
肥
満
に
な
り
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病

な
ど
に
影
響
し
ま
す
。旬
の
物
を
よ
く

か
ん
で
食
べ
る
こ
と
を
心
掛
け
、
標
準

を
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
等
生
活
の
質
が

下
が
り
ま
す
。筋
肉
は
唯
一
老
化
に
逆

ら
え
る
体
の
組
織
で
す
が
、
運
動
習
慣

の
な
い
高
齢
者
が
い
き
な
り
筋
肉
を
鍛

え
よ
う
と
し
て
も
無
理
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
勧
め
し
た
い
運
動
が
百
歳

体
操
で
す
。市
内
の
47
会
場
で
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
体
操
の
効
果

を
実
感
し
て
い
ま
す
。健
康
で
自
分
ら

し
い
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
百
歳

体
操
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。詳
し
く
は
、

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
文
：
市
介
護
保
険
課 

萩
原
保
険
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

体
重
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
動
習
慣
を
持
つ
こ
と
も
大

切
で
す
。「
小
さ
な
段
差
に
つ
ま
ず
く
、

瓶
の
ふ
た
が
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
、

立
ち
上
が
る
と
き
に
机
に
手
を
つ
い

て
し
ま
う
」
な
ど
は
筋
力
低
下
の
サ
イ

ン
で
す
。筋
力
低
下
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
が
、
30
歳
か
ら
始
ま
り
年
0
・

5
％
か
ら
1
％
、
80
歳
代
に
は
30
％
か

ら
40
％
の
低
下
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
筋
力
低
下
が
あ
る
と
、
膝
や
腰

の
痛
み
が
で
る
、
長
く
歩
け
な
い
、
物

相
談
窓
口
・
弁
護
士
な
ど
）
に
相
談
す

る
こ
と
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　

当
相
談
所
で
も
お
話
を
聴
い
た
り
、

専
門
機
関
を
紹
介
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

【
え
び
の
市
女
性
相
談
所
】

　

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
月
曜
か
ら

金
曜
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

女
性
相
談
員
が
対
応
し
、
相
談
内
容
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

☎
35
‐
0
1
5
2
（
専
用
電
話
）

☎
0
1
2
0
‐
1
2
3
‐
6
9
3
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）　

　
　
　
　

文
：
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

え
び
の
市
女
性
相
談
所
は
、
平
成
18

年
10
月
か
ら
相
談
受
付
を
始
め
、
現
在

で
は
、
相
談
電
話
を
専
用
電
話
と
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

不
安
な
こ
と
・
心
配
な
こ
と
・
話
を
聴
い

て
欲
し
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。解
決
へ
と

つ
な
が
る
糸
口
を
一
緒
に
探
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
当

事
者
だ
け
で
の
解
決
は
難
し
い
も
の
で

す
。

　

い
く
ら
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
て
も
暴

力
（
身
体
的
暴
力
・
精
神
的
暴
力
・
経
済

的
暴
力
・
性
的
暴
力
・
社
会
的
暴
力
）
は

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。暴
力
を
受
け
て
い
る
人
の
中
に
は

「
自
分
が
悪
い
・
我
慢
す
れ
ば
い
い
・
大

げ
さ
に
し
た
く
な
い
・
世
間
体
が
悪
い
」

と
考
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

も
し
、
身
近
な
人
や
友
人
、
知
人
に
、

様
子
が
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
人
が
い

た
ら
、
理
解
の
あ
る
専
門
機
関
（
警
察
・

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

交通事故が多発しています

えびの署の人事異動

4月 1 日付けの人事異動で職員がかわりました。

【着任】署長 前原泰典（高原分遣所所長）、今村栄
さかえ

（消
防本部警防指令課主査）、高尾輝昭（消防本部警防指
令課司令室主任）、上田芳文（野尻分遣所主任）、山
中大輔（中央消防署主事）、高津佐翔

しょう

（中央消防署主事）
【離任】池上務、梅田祐貴、柚木山学、松田健作、薗

田卓磨、宮﨑博之
　市民の皆さんの生命、身体、財産を全力で守り、
信頼していただけるえびの署員であるよう、全員で
精進していきますので、これからもよろしくお願い
します。

宮 崎 県 内 で は 、3 月 末 現 在 、交 通 事 故 で の 死
者 1 8 人 、重 傷 者 9 1 人 と 人 身 事 故 が 多 発 し

て い ま す 。交 通 事 故 を 防 ぐ た め に 、次 の こ と を
心 掛 け ま し ょ う 。

【 運 転 手 】
脇 見 ・ぼ ん や り 等 の 漫 然 運 転 は や め ま し ょ う 。
横 断 歩 道 付 近 で は 、減 速 し 、歩 行 者 が い る 場 合
は 、必 ず 停 止 し ま し ょ う 。
早 め に ラ イ ト を 点 灯 し 、車 の 存 在 を 知 ら せ ま
し ょ う 。

【 歩 行 者 】
道 路 を 横 断 す る と き は 、左 右 の 安 全 確 認 を し っ
か り 行 い ま し ょ う 。

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 4件 年 計 5件
救 急 74件 年 計 206件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

3月の交通事故発生状況
人 身 10件 本年累計 18件
物 件 28件 本年累計 81件

　
え
び
の
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
で
は
、
市
内
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興

や
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

2
月
5
日
に
は
、
え
び
の
市
を
ス

タ
ー
ト
し
て
都
城
市
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

第
71
回
南
九
州
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
ラ
ン
ナ
ー
は
皆
、
雨
に
負
け
な
い

素
晴
ら
し
い
力
走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。え
び
の
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
も

総
出
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
走

路
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
月
22
日
に
は
、
え
び
の
市

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
研
修

会
に
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。参

加
者
の
皆
さ
ん
に
、
運
動
の
前
に
役
立

つ
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
気
軽
に
体
を
動

か
す
こ
と
の
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
楽
し
く

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
県
や
九
州
単
位
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
研
修
会
に
参
加
し
、
新
た

な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
、
運
動
の
こ
つ

に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。今
後

の
出
前
講
座
等
を
通
じ
て
、
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
春
ら

し
く
暖
か
な
、
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
季

節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
も
多
く

な
り
、
推
進
委
員
の
出
番
も
増
え
て
き

ま
す
。今
年
度
も
え
び
の
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
一
同
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
文
：
市
社
会
教
育
課
市
民
体
育
係

L i f e l o n g  s p o r t

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援
を
し
て
い
ま
す

生涯スポーツ
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ご来場ください「えびの駐屯地創立
36周年記念行事」

　えびの駐屯地創立36周年記念行事が行われます。記念
行事は、2部構成で、2日間行われます。第1部は、第8音
楽隊の演奏を交えた市中パレードと、装備品展示等を行
います。第2部は、観閲式、観閲行進などを行います。
　市民の皆さん、ぜひ、ご観覧ください。
■第1部

【開催日】5月13日（土）雨天決行 ※荒天時は中止
【内容】市中パレード：午後2時～午後2時30分（県道飯野

停車場線）
第8音楽隊ミニコンサート：午後1時15分～午後1時45分
装備品展示：午前11時30分～午後3時（タイヨー・Aコー
プ飯野店駐車場）

【場所】県道飯野停車場線（ Aコープ飯野店から鹿児島銀
行えびの支店まで）
※パレードコースは、午後1時40分～午後2時40分まで
通行止めになります。観覧者は、飯野小学校・飯野地区コ
ミュニティセンター・えびの市民体育館駐車場をご利用
ください。皆さんのご協力をお願いします。
■第2部

【開催日】5月14日（日）雨天決行 ※荒天時は中止
【時間】午前9時～午後3時（一般開放実施時間）
【場所】えびの駐屯地
【内容】観閲式･観閲行進、模擬売店、訓練展示、装備品展

示、体験試乗
問えびの駐屯地広報室
☎33-3904（内線272・273）
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（課直通）

参加しませんか「はつらつサポーター
養成講座」

　はつらつサポーターとは、市が行う介護予防事業や地
域で行われる百歳体操のお手伝い役となるボランティア
のことです。健康寿命を延ばせるように体を動かすこと、
かむこと、食べることについて知識を深め、脳いきいき
のレクリエーションを行うことの楽しさを体験しましょ
う。

【場所】真幸地区体育館集会室
【時間】午前9時30分～正午 ※受付：午前9時
【参加料】無料
【準備するもの】靴、飲み物（水分補給用）、運動できる服

装
【プログラム】

実施日 内容 講師・担当

1 回目 5 月 12 日（金）

開講式、オリエン
テーション、自己紹
介、講話「筋力を鍛
える意義と百歳体操
について」、実技：
百歳体操

地域包括支援
センター

2 回目 5 月 19 日（金）
講話「食べることを
大切にしましょう」、
サポーター活動の実
際、実技：百歳体操

健康保険課 
市民健康係 
栄養士

3 回目 5 月 26 日（金）
講話「口くう機能を
向上させましょう」、
市内の百歳体操紹
介、実技：百歳体操

歯科衛生士

4 回目 6 月 2 日（金）

講話「認知機能の低下
を予防しましょう」、

「ボランティア活動と
は」、実技：百歳体操

認知症キャラ
バンメイト、
えびの市社会
福祉協議会ボ
ランティア育
成担当

5 回目 6 月 9 日（金）

「先輩サポーターの活
動報告を聞き、今後
のサポーター活動の
ヒントを得よう」、閉
講式、実技：百歳体
操

地域包括支援
センター

※全5講座中、4講座以上受講すると、はつらつサポー
ターとして認定されます。その後は、はつらつサポーター
連絡会会員として、地域の百歳体操を支えるとともに、
サポーター活動の情報交換や自らの健康保持に役立つ研
修会に参加することになります。
申・問市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い

　

3
月
18
日
、
親
子
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
然
に
親
し
み
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
も
と
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
会
に
は
、
約
60
人
の
親
子
が
参
加
し
、
市
役
所

か
ら
木
崎
原
合
戦
跡
へ
行
き
歴
史
を
学
び
、
王
子
原

運
動
公
園
ま
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  （
昭
和
59
年
4
月
号
掲
載
）

見
事
な
桜
を
満
喫

　

八
幡
丘
公
園
の
桜
約
２
０
０
０
本
が
見
事

な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

満
開
と
な
っ
た
4
月
8
日
は
、
市
内
外
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
花
見
客
が
訪
れ
、
甘
い
香
り

と
美
し
い
ピ
ン
ク
の
花
に
酔
い
し
れ
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　

  　
（
昭
和
59
年
4
月
号
掲
載
）

１
９
８
4

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
で
池
島
兵
児
踊
り
を
披
露

　

3
月
29
日
、
宮
崎
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
で
池
島
兵

児
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
す
ぐ
れ

た
郷
土
芸
能
を
県
内
外
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

兵
児
踊
り
の
勇
壮
な
踊
り
と
、
笑
い
を
誘
う
狂

言
は
ひ
と
き
わ
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

  　
（
昭
和
59
年
4
月
号
掲
載
）
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飯 野 高 校 でえび の市出身の 現 役モデルによる講 演会
および 実 技 指 導 の 取 材 に 行 きました 。さりげ な い

しぐさも 様 になっていて、さ すがプロだ なと思いました 。
（ 東 ）

新 年 度 に なり、広 報 担 当2 年 目 が スタートしました 。
今 年 度も市民 の 皆 さんとたくさん 話をして、親しん

でもらえるような広 報 紙 づくりに努 めます。（ 久保 田 ）

人　口 18,805人（前月比-159人）

男性／ 8,826人（ -93人）　女性／ 9,979人（ -66人）

転入／ 132人　転出／ 255人
出生／ 10人　死亡／ 46人

世帯数 8,411世帯（前月比-39世帯）
（平成29年4月1日現在）

E
d
ito

r's

を持っている人に課税されます。
　軽自動車等の所有者は、5月31日（水）までに軽自動車
税を納めてください。市役所または金融機関、各コンビ
ニエンスストアでも軽自動車税を納めることができます。
詳しくは、納税通知書をご覧ください。
　もし、5月中旬までに納税通知書が届かないときは、市
税務課までお問い合わせください。
　なお、障がい者のために使用する自動車について、一
定の要件に該当する場合は、5月31日（水）までに申請す
れば、軽自動車税の一定額が減免されます。
申・問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）

劇団どくんご『愛より速く2号』を開
催します

　鹿児島を拠点とし、全国各地を駆け巡る「 劇団どくん
ご 」がえびのにやってきます。
　これは、市文化センターが平成29年度自主事業として
行うものです。
　劇場テント（通称「犬小屋テント劇場」）内で繰り広げ

られるパワフルなお芝居を、ぜひ、体感してください。
【開催日】5月7日（日）
【時間】開演：午後7時　開場：午後6時30分
【場所】市文化センター前広場
【入場料】前売り券・予約券：2,500円（当日2,800円）　　

中高校生：1,300円、小学生：500円、未就学児：無料
【チケット取り扱い】市文化センター
申・問市文化センター
☎35-2268

堤防の刈草を提供します

　国土交通省では、川内川の堤防等の維持管理のため、
除草作業を業者に委託して行っています。
　その刈草を、資源の有効利用を図るため地域の皆さん
に提供し、家畜粗飼料や畑等の敷き草、堆肥などに利用
してもらいたいと考えています。
　草刈りから梱包までは業者で行いますが、現地からの
持ち出しは利用者本人に行ってもらいます。この刈草を
希望する人は以下にお申し込みください。

【申込期限】5月19日（金）※土日、祝日を除く
【申込方法】国土交通省川内川河川事務所京町出張所で

お申し込みください。
【その他】・今回の募集は、許可制による個人の採草とは

異なります。
・登録期間は1年間です。今まで登録されていた人で引き
続き希望する人は、新たに申し込みが必要です。

・梱包の際、刈草の中のごみはある程度分別しますが、混
入していることもあります。
申・問国土交通省川内川河川事務所 京町出張所
☎37-1151

◎ 今月の 表 紙
　 3 月26 日、文 化 の 杜 で え び の
で 食 べ よう！文 化 の もりもり 市 場
が 行 わ れ まし た 。竹 馬 の 試 乗 コ ー
ナーで は、最初 は一人で 乗れ なかっ
た子が、何度も繰り返すうちに乗れ
るようになっていました 。

「東日本大震災義援金」の受付期間
が延長されました

　日本赤十字社では、東日本大震災で被災された人を支
援するため、義援金を受け付けています。この度、受付
期間が平成30年3月31日（土）までに延長されました。引
き続き、皆さんのご支援をお願いします。
■現金持参の場合
日本赤十字社宮崎県支部えびの地区（えびの市社会福祉
協議会内）の窓口で受け付けます。
※寄附金控除のため受領証を希望する方は、窓口でお申
し出ください。
■金融機関から送金する場合

【銀行振込の場合】
銀行名 店名 口座種類 口座番号

三菱東京 UFJ 銀行 東京公務部 普通 0028706

三井住友銀行 銀座支店 普通 8047670

みずほ銀行 新橋中央支店 普通 2188729

ゆうちょ銀行 〇一九店 当座 0000507

［口座名義］日本赤十字社
※金融機関によっては、振込手数料がかかる場合があり
ます。

【郵便局から送金する場合】
金融機関名 口座番号 口座名義

ゆうちょ銀行 00140-8-507 日本赤十字社　東
日本大震災義援金

※ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取り扱いの場合、振替
手数料は免除されます。
※受領証発行を希望する場合は、通信欄に「受領証希望」
と記載してください。
問えびの市社会福祉協議会

☎35-2800

ご利用ください「えびの湯田地区河
川公園」

　湯田橋西側の河川敷に新設した「えびの湯田地区河川公
園」の一部（多目的グラウンド・芝生広場）が利用できるよ
うになりました。
　この河川公園は、市民の皆さんに自然に親しむ場を提供
し、潤いのある生活を送ってもらうために設置したもので、
グラウンド・ゴルフ等、さまざまなスポーツに利用すること
が可能です。
　利用を希望する場合は、市内体育施設の指定管理者で
ある「えびの市総合型地域スポーツクラブ」まで申請してく
ださい。
　ただし、10月から再度工事を行うため、10月～平成30年
3月の間は利用できなくなりますのでご了承ください。
　なお、トイレについては7月に完成予定です。それまでは
使用することができませんので、ご注意ください。
　また、グラウンド・広場は養生のため、車の乗り入れはご
遠慮ください。
申えびの市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
☎48-9677
☎090-8289-2290
問市社会教育課 市民体育係
☎35-3719（課直通）

軽自動車税は納期限内に納めましょ
う

　軽自動車税は、毎月4月1日現在で、宮崎運輸支局に登
録されてある軽自動車や126㏄以上のバイク、市町村で
登録されてあるバイク（ 125㏄以下）や小型特殊自動車

今月の納税

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期
5月1日（月）までに納めましょう。



◀

アオゲラ

池
め
ぐ
り
コ
ー
ス
の
森
の
中
、「
ド

ド
ド
ド
ド
ッ
」と
大
き
な
音
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。
い
っ
た
い
な
ん
の
音

で
し
ょ
う
。
岩
が
転
げ
落
ち
る
音
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
誰
か
が
木
を
叩

く
音
で
し
ょ
う
か
。
し
ば
ら
く
す
る
と

ま
た
同
じ
音
が
し
て
、今
度
は「
ピ
ョ
ー

ピ
ョ
ー
」と
鳴
き
声
も
し
ま
す
。

　

音
を
鳴
ら
し
た
の
は
ア
オ
ゲ
ラ
。
日

本
固
有
の
大
き
な
キ
ツ
ツ
キ
で
す
。
春

は
縄
張
り
争
い
、
求
愛
、
巣
穴
を
掘
る

た
め
、
木
の
中
の
昆
虫
を
食
べ
る
た
め

に
木
を
つ
つ
き
ま
す
。
近
く
で
聞
く
と

本
当
に
大
き
な
音
で
、
木
が
倒
れ
て
く

る
音
か
と
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

生
き
て
い
る
木
に
も
巣
穴
を
掘
り
、

人
が
よ
く
通
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
沿

い
に
巣
穴
を
作
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ツ
バ
メ
と
同
じ
く
、
人
が
通

る
ほ
う
が
外
敵
を
遠
ざ
け
ら
れ
る
こ
と

を
学
習
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

え
び
の
高
原
に
は
、
他
に
も
オ
オ
ア

カ
ゲ
ラ
と
コ
ゲ
ラ
と
い
う
キ
ツ
ツ
キ
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
木
を
叩
く
音
が
聞

こ
え
た
ら
足
を
止
め
て
見
上
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。
霧
島
山
の
木
こ
り
が
お
仕
事

中
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：アオゲラ（撮影：平成29年１月27日）

霧島山の木こりさん
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